
  重油あるいは原油の中に含まれている硫黄分は燃焼により酸素と化合し、亜硫酸ガスとなります。
  大量の煙の中に含まれるごくわずかな亜硫酸ガスを煙突の手前で取り除く装置を排煙脱硫装置といいます。
　亜硫酸ガスの発生は低硫黄燃料を燃焼することでも抑制できることから、この排煙脱硫装置は１,２号とも、平成１０年１０月から休
止運用していましたが、低硫黄燃料を継続的に使用することにより今後とも当装置を運転する見込みがないことから、自治体と環
境保全協定を改定し、平成１９年１月に廃止しました。  これに伴い、平成１９年３月から撤去工事を行っています。

　　【１号排煙脱硫装置】
　　　ｏ運用開始　： 昭和５１年６月
　　　ｏ廃止届　　 ： 平成１９年１月
　　　ｏ撤去工事　： 平成１９年３月開始
　　　　（平成２０年３月完了予定）
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【作業手順】

吊上金具用開口

仮設足場

FL＋39500

吸収塔入口ダクト

冷却塔入口ダクト

吸収塔冷却塔

吊上金具取付用穴施工

散水位置

作業責任者

（　　　： 作業員　）

ガス切断による開口

火の粉、ノロが
内部に落下


